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気泡応用型流体エネルギー有効利用と 
環境低負荷化を目指す技術開発研究 

（キャビテーション・ウォータジェット・ファインバブル）
キャビテーション／ファインバブル／ウォータジェット／流体力学キーワード

本研究では混相流とくに気泡を用いた流体エネルギーの集中化および有効利用
に関する研究を行っている。気体と液体が混合する混相流体は種々興味深い性
質を有しており工業的応用範囲は広い。近年問題となっている環境負荷低減・持
続的な資源・エネルギーの確保に対して、製造現場においても取り組んでゆく必
要がある。
本研究室では気液混相流を用いた流体エネルギーの集中化および環境にやさ
しい洗浄技術などの基礎および開発研究を流体力学に基づき行う。特にキャビ
テーション高衝撃発生機構およびその有効利用、ウォータジェット洗浄技術やファ
インバブルを用いた環境改善に関する基礎メカニズムを明らかにする。
噴流とキャビテーション衝撃を利用することで化学薬品を使用しない物理力洗浄
技術の開発を行う。また、本研究では水中の不純物を除去するためにファインバ
ブルを用い、最終的には水質改善や環境浄化への積極的利用を計る。

本研究グループでは、混相流の高速現象の可視化計測を得意としています。高速度ビデオカメラシステムやPIV システムなどの計測機
器、および、様々な条件での試験が可能なウォータジェット加工・洗浄試験を実現できるウォータジェットシステムを有しており、加工から
洗浄に至るまでの環境低負荷技術開発および各種流体エネルギー応用研究を行える状況にあります。お気軽にお問い合わせください。
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